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１．はじめに 

 農業水利コンクリート構造物においては，その機能を確保するため，適切な時期に適切

な補修を行って維持管理し，次世代へ継承していくことが重要である。ところで，各分野

においては現在，コンクリート構造物に対して多種多様な補修技術の開発が進められてい

る。その選定にあたっては，構造物の変状の原因と程度，構造物の要求性能，補修技術に

要求する性能と期待する効果に関し把握することが重要であり，補修技術の①コンクリー

トの変状に対応する能力，②構造物の要求性能を満たす能力，③耐久性・施工性・経済性

などの補修技術自体の能力について，定量的な評価を行うことが必要である。本報では，

コンクリート構造物の補修技術の現状を整理し，その適切な選定に資する性能評価につい

て，他分野の現状と農業水利分野における今後の方向性について考察した。 

２．コンクリート構造物の補修技術の現状 

 コンクリート構造物の補修技術の現状を把握するため，関係技術資料集およびマニュア

ル類１）に掲載されている企業などから約 300 社を抽出し，工法および材料のカタログ，
技術資料などを収集した。補修技術（工法）の種類で分類した結果をFig.1 に示す。  
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1,290 工法であり，ひび割れ補修工  
法など 11 工法に大別することがで  
きる。本調査では，表面被覆工法  
（302 工法）が最も多く，続いて断  
面修復工法（292 工法），補強工法  
（167 工法），ひび割れ補修工法  
（141 工法）の順となっている。表  
面被覆工法の種類では，塗装，パネ  
ル取付け・埋設型枠，フィルム・シ  
ート貼付けなどが挙げられる。また，   
断面修復工法は，劣化部除去，  
鉄筋防錆処理，断面修復など  
の工程で構成される。ひび割  
れ補修工法は，ひび割れ被覆，  
注入，充てん，含浸材塗布な  
どの工法に細分類される。細  
分類された工法・工程では，  

補修技術（工法）の種類 分類１ 分類２ 分類３ 分類４ 分類５ 分類６ 分類７ 分類８

ひび割れ補修工法 被覆 注入 充てん 含浸材塗布 締付け・拘束 その他

断面修復工法 劣化部除去 鉄筋防錆処理 断面修復 複合型・総合

表面被覆工法 塗装 パネル・型枠 フィルム・シート 鋼材防食

はく落防止工法 連続繊維 その他

電気化学的防食工法 電気防食 脱塩 再アルカリ化 電着

補強工法 断面増加 補強材追加 部材交換 その他

トンネル対策工法 はく落防止 地山対策 覆工対策 その他

管路更生工法 修繕 反転 形成 製管 鞘管 推進 ライニング その他

漏水防止対策工法 止水材料 止水構造

防水対策工法 床版防水 建築防水

その他の工法 その他
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塗装（256 工法）が最多で，次の断面修復（213 工法）と合わせて全体の約 4 割を占める。  
 以上のように，コンクリート構造物の補修では多種多様な技術開発が進められており，

これらの技術を農業水利コンクリート構造物の補修にも活用していくことが有効であると

考えられる。その選定にあたっては，構造物の変状の原因と程度，構造物の要求性能，補

修技術に要求する性能と期待する効果に関し把握することが重要である。これら各工法で

は，補修技術が①コンクリートのどのような変状に対応するのか，②構造物の要求性能の

中でどの性能を満たすことができるのか，については明確にされている場合が多く，農業

水利コンクリート構造物においても，補修の目的が構造物の耐久性の回復・向上であれば，

既往の補修技術を有効に活用できる。一方，構造物の機能性の回復・向上といった目的に

対しても活用可能な工法は存在すると考えられるが，農業水利コンクリート構造物に特有

の変状に対しどの程度対応できるのか，あるいは要求性能をどの程度満たすのか，につい

ては不明確な工法も多く，また，③耐久性・施工性・経済性については，定性的にも評価・

判定することは難しい。  
３．補修技術の性能評価と農業水利分野における課題 

 コンクリート構造物の設計では，従来の仕様設計から性能照査型設計への移行が進めら

れている。これは維持管理においても同様であり，補修技術の選定に際しても，各工法・

材料について定量的な評価，すなわち性能評価を行うことが必要である。特に重要とされ

る耐久性の評価では，補修材料の選定に際し，促進劣化試験などにおける評価結果を活用

することも有効であると考えられる。  
促進劣化試験には，促進耐候性試験，温冷繰返し試  

験，中性化阻止性試験などが挙げられる。道路分野や  
鉄道分野などでは，各補修材料の性能評価に関しこう  
した促進劣化試験を取り入れ，品質規格を設けること  
で，評価・判定を行っている２）。  
 一方，農業水利コンクリート構造物に特有の変状に  
は，流水による摩耗や目地材の劣化などが挙げられ，  
凍結融解作用によるコンクリートの劣化も多くみら  

Fig.2 Abrasion by water れる。要求性能には，水利性能，水理性能，構造性能  
といった使用性能および耐久性能が挙げられる。また，  
農業水利分野に特有の条件として，通水能力の確保，  
非潅漑期および湿潤環境下施工への対応，特有の劣化  
外力への抵抗などが，補修技術には要求される。  
しかし，農業水利分野において補修技術を選定する  

場合には，既往の促進劣化試験などによる性能評価だ  
けでは十分であるとはいえず，今後は，農業水利分野  
の実情を考慮した，補修技術の性能評価手法，選定手  
法の検討・開発，ならびにその性能評価に基づく補修  

Fig.3 Freezing and thawing action 
技術の開発が重要であると考えられる。  
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